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ビスフェノールＡ 

 

１．物質特定情報 

名称 2,2-ビス(4-ヒドロキシフェニル)プロパン（別名：ビスフェノールＡ） 

CAS No. 80-05-7 

分子式 C15H16O2 / (CH3)2C(C6H4OH)2 

分子量 228.3 

備考  

（日本語版ＩＣＳＣ） 

２．物理化学的性状 

名称 ビスフェノールＡ 

物理的性状 白色の結晶 

沸点（℃(1.7kPa)） 250～252 

融点（℃） 152～153 

密度（g/cm3） 1.2 

水溶解度（mg/l( ℃)） 溶けない 

水オクタノール分配係数（log Pow） 3.32 

蒸気圧（kPa(190℃)） 0.087 

引火点（℃(O.C.) ） 207 

発火温度（℃） 600℃ 

（日本語版ＩＣＳＣ） 

３．主たる用途・使用実績 

用途 ポリカーボネート樹脂、エポキシ樹脂の原料、100％フェノール樹脂、可塑性ポリエステ

ル、酸化防止剤、塩化ビニル安定剤などに使用されている。 

名称 ビスフェノールＡ 

使用量 － 

生産量 355,317t 

輸出量 71,935,857kg 

使用実績 

輸入量 48,967,169kg 

（１３９０１） 

 

４．現行規制等 

水質基準値（mg/l） なし 
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監視項目指針値（mg/l） なし 

その他基準（mg/l） 薬品基準×、資機材基準×、給水装置基準× 

他法令の規制値等 

環境基準値（mg/l） なし 

要監視項目（mg/l） なし 

諸外国等の水質基準値又はガイドライン値 

WHO（mg/l） なし 

EU（mg/l） なし 

USEPA（mg/l） なし 

  

５．水道水（原水・浄水）での検出状況等 

○平成１０年度厚生科学研究費補助金（生活安全総合研究事業）「内分泌かく乱化学物質の水道

水からの暴露等に関する調査研究」における全国２５浄水場での原水、浄水及び給水栓での

水質測定結果は、以下のとおりである。 

 最大値 定量下限値以上 不検出 定量下限 

原水 0.16μg/L 11/25(44.0%) 14/25(56.0%) 

浄水 0.11μg/L 2/26(7.7%) 24/26(92.3%) 

給水栓水 － 0/26(0.0%) 26/26(100.0%) 

0.01μg/L 

 

○ 平成１１年度水道水源における有害物質等監視情報ネットワークにおける有害化学物質等

一斉測定調査によれば、検出状況は以下のとおりである。 

原水（μg/L） 浄水（μg/L） 

最大値 

（前期） 

最大値 

（後期） 

検出率 

（前期） 

検出率 

（後期） 

最大値 

（前期） 

検出率 

（前期） 

定量下限値 

（μg/L） 

0.22 0.23 14/45(31.1%) 15/45(33.3%) ND 0/42(0%) 0.01 

 

６．測定手法 

pH前後に試料を調整し、ジクロロメタン抽出後、濃縮・脱水して TMS化して GC/MS-SIM法で

測定。定量下限値 0.01μg/L。（平成１０年度厚生科学研究費補助金（生活安全総合研究事業）「内

分泌かく乱化学物質の水道水からの暴露等に関する調査研究」より） 

 

７．毒性評価 

ビスフェノール Aは内分泌かく乱作用の疑いのある物質としてよく知られているが、一般毒

性に関しては、NTP (1982)の報告に基づき、ラットへの 103週間の混餌投与試験における 1000 
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ppm（50 mg/kg/dayに相当）群での体重増加抑制が LOAELと考えられる。発がん性に対す

る検索も NTP の試験で行われており、ラットにおいて、対照群に比較して白血病と間質細胞

腫の増加が、マウスにおいて白血病とリンパ腫の合計の増加が観察されている。しかし、白血

病およびリンパ腫に関しては、ラットの雄において用量依存性の傾向検定でのみ有意差が認め

られただけで、これ以外の増加に対して行われた検定では、統計学的有意差は認められていな

い。また、間質細胞腫も対照群に対して低用量と高用量群に対して有意な統計学的増加が観察

されているが、この病変は使用されたラットの系統（F344）で通常高頻度で認められる病変

であり、bisphenol A の投与によるものとは判定できないと考えられている。以上のことから、

NTP(1982)の報告書では、この試験では bisphenol A の発がん性を証拠づける知見はないとし

ている。サルモネラ菌を用いたエイムス試験や哺乳動物細胞を用いた変異検出試験や染色体異

常試験では遺伝毒性は認めらていない（Schweikl ら 1998, Ivettら 1989）。しかし、哺乳類細

胞を用いた試験で小核増加や DNA鎖切断増加が認められた(Pfeifferら 1997、Storer 1996)。 

近年の内分泌かく乱作用として最も低用量で認められる影響に関しては、vom Saal らのグ

ループによる研究で、妊娠 11～17日の CF-1マウスに 2および 20 μg/kgの BPAを投与した

場合に、次世代の 6ヶ月齢雄の前立腺重量が増加するというものである (Nagelら：1997)。こ

の研究の 20 μg/kg 投与群では約 20%の 1 日精子生産量の減少も認められている(vom Saal

ら：1998)。この報告に対し、同様の実験条件での追試試験および、用量範囲や動物数を増や

した研究では、0.2～200 μg/kgの BPA投与で前立腺重量や 1日精子生産量に変化は認められ

ていない（Asby ら：1999、Cagen ら：1999b）。しかし、CD-1 マウスを用いた研究で、妊娠

16-18日に 50 μg/kgを投与したときに、次世代の雄に前立重量の増加を示すという vom Saal

らの報告を支持する結果も報告されている（Gupta：2000）。また、Wistar ラットに交配前 2

週から離乳まで 130 μg/kgの BPAを飲水投与したときに次世代の雄に精巣重量の減少が認め

られた(Sharpeら：1996)が、これも用量範囲を広げた（1～775 μg/kg）試験では再現されて

いない(Cagenら：1999a)。SDラットを使用した 2世代試験（0.2～200 μg/kg）あるいは妊

娠 2日～離乳（1.1 μg/kg～11 mg/kg）まで投与した試験では、次世代の雌雄共に生殖系への

影響は認められていない（Emaら：2001, Welschら：2000）。さらに、最近 3世代試験（0.001

～500 mg/kg）の結果が報告され、F1から F3のすべての世代において雌の早期膣開口と雄の

包皮分離時期の遅延が認められているが、最高用量：500 mg/kgでのみの影響でしかも明らか

な体重減少を伴ったものであり、内分泌系への影響というよりは、体重減少という一般毒性に

よる二次的な影響であると考えられている。この試験では 50 mg/kgでも体重やその他の臓器

重量の減少傾向が認められ、一般毒性の無毒性量（NOAEL）として 5 mg/kgが求められてい

る（Tylら：2002）。 

以上のように、低用量で行われた実験では、次世代への影響があるという報告とないという

報告が混在している状況であるが、低用量影響があるとしている報告のほとんどは、1 ないし

2 用量で実験が行われており、より広範囲に投与用量を設定し、１用量あたりの動物数を増や
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した実験では検出できていないようである。一方、神経行動学的な解析においても BPA によ

る低用量影響が示唆されているが、げっ歯類における行動観察は、測定環境条件や計測機器あ

るいは主観に依存する部分が多く、さらに雌動物の場合は性周期により行動パターンが変化す

るなど、影響評価を一般化することが難しく定量的な毒性評価に用いるのは困難であると考え

られる。 

 

８．処理技術 

オゾン、活性炭による除去性がある。塩素により分解される。 

 

９．水質基準値（案） 

（１）評価値 

一部遺伝毒性が認められるものの、一般的な変異原性試験では陰性であり、しかも 2年間の

混餌投与試験での発がん性を示す根拠はあいまいなものであることより、閾値のある毒性とし

て TDI法による評価値の算定が妥当であると考えられる。 

また、生殖発生毒性や内分泌かく乱作用は重要な因子であると考えられるが、最も低用量で

認められている精子数の減少や前立腺重量増加などの雄性生殖器系への影響については、他の

機関で再現されていないことや多世代試験でも影響が認められていないことを根拠に TDI の

算定根拠としなかった。したがって、最近の３世代試験（Tyl ら 2002）の結果より得られる

NOAEL：5 mg/kg/day に不確実係数：100（種差と個体差にそれぞれ 10）を適用して、TDI

は 50μg/kg/dayと求められた。TDIに対する寄与率を 10%とし、体重 50kgのヒトが 1日 2L

飲むと仮定すると、評価値は 0.1mg/L（≒125μg/Ｌ）と算出される。しかしながら、現時点ではビ

スフェノールＡによる低用量影響評価は国際的にも評価法が確立しておらず、今後もその動向

に注目する必要があることより、この評価値は暫定的なものである。 

 

（２）項目の位置づけ 

水道水（原水・浄水）での検出状況等によると、二つの調査（26 地点、42 地点）のうち、

26地点の調査では 2地点で検出された。最大値は 0.11μg/Lと評価値に比べかなり低い値とな

っており、現時点で水質基準等に設定する必要性は小さい。しかしながら、社会的関心の高い

物質であり、今後とも、知見の充実に努める必要がある。 
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